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  第２項 単身高齢者のインフォーマルサポートの変化に関する研究課題の設定 
第３章 事例研究の概要と調査設計  
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  第１項 除雪と買い物支援サービス 
  第２項 高齢者の自立度とソーシャルサポートの類型化による支援の課題  
第３項 世帯類型別に見る支援課題 
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フォーマルサービス利用前のインフォーマルサポートの変化に関する分析  





第５章 事例研究Ⅱ  
フォーマルサービス利用後のインフォーマルサポートの変化に関する分析  
 第１節 サービス利用者の概要 




第６章 研究の総括と今後の課題  
 第１節 本研究のまとめ 
 第２節 単身高齢者の継続居住に関する支援課題 
 第３節 残された課題 
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学位論文最終試験の結果の要旨 
 
2014 年 1 月 14 日、学位授与申請者畠山明子氏の最終試験を行った。そこで、提出論文
「過疎地域における単身高齢者のインフォーマルサポートに関する事例研究－介護保険サ
ービス利用前後の変化を中心に－」に基づき、審査委員が疑問点につき逐一説明を求めた
のに対し、畠山氏は論文執筆後の知見も踏まえ、いずれも適切に説明を行い、審査委員の
疑問を解消した。 
